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工事件名       　　                 　　　        　　  工期(発注時期)    　　        　　　           
	方　式
	1.切削破砕推進工法（既設管充填方式）　(既設管φ150～φ400) 　　　

	①既設老朽管

種別・呼び径(mm)
	●既設管充填方式(既設管150～400)(既設管φ150は新設管φ200以上とする)  
１.開削用B形 ﾋｭｰﾑ用（Ｂ）(φ200～φ400 )　　
２.開削用エンビ管   （Ｅ）(φ150～φ400 )　
３.推進用エンビ管(ﾘﾌﾞｶﾗｰ）VU管（Ｆ）(φ150～φ400 )　
４.推進用エンビ管(ﾈｼﾞ)    VP管（Ｆ）(φ150～φ400 )　
５.推進用エンビ管(SUSｶﾗｰ)VP管（Ｇ）(φ200～φ250のみ選択可) 
６.推進用ﾋｭｰﾑ管(SUSｶﾗｰ)（Ｃ）(φ200～φ400)(φ200､φ250の新設ｴﾝﾋﾞ管はφ300以上からとする)
　1:φ150　　　2:φ200　　　3:φ250　　　4:φ300　　　5:φ350　　　6:φ400   


	②新設管
種別・呼び径
	●既設管充填方式　新設管（種別・呼び径）〔新設管は既設管に対し同径以上とする〕
１.推進用ﾋｭｰﾑ管（Ｈ）1：φ200　2：φ250　3：φ300　4：φ350　5：φ400　6：φ450　7：φ500
　　※8：φ600(※既設管1.開削用B形ﾋｭｰﾑ管選択時のみ600可)
２.推進用ｴﾝﾋﾞ管（Ｅ）1：φ200　2：φ250　3：φ300　4：φ350　5：φ400　6：φ450　7：φ500
３.推進用ﾚｼﾞﾝ管（Ｒ） →ご相談下さい

	③土質　(A)
	Ａ≦50　限定

	④使用機種

(立坑区分)
	S1 ：φ2.0m or φ2.5m  (管長1.0m) SEH-508   ① 新設管 200E～450E, 200H～350H

S8 ：φ2.5m 　 　　(1) (管長1.0m) SEH-508   ② 新設管 500E, 400H

 S10：φ2.5m    　　(2) (管長1.2m) SEH-616   ③ 新設管500E, 450H～H600H　

	⑤総推進延長（ｍ）
	　　　　　　　　　ｍ
	⑥スパン数
	　　　　　　　　　ｽﾊﾟﾝ

	⑦発進立坑数
	　　　　　　　  　ヶ所
	⑧先導管一体回収
	　　　　　　  　　回

	⑨先導管分割回収
	　　　　　　　　  回
	⑩止水器の有無
	 WO:無　　　W1:有

	ピンチ弁の有無
	１＝無し ２＝有り(泥土圧) ３＝ﾋﾟﾝﾁ弁のみ(帯水層)

	⑪地域分類
	　　　　　　　　　　　  都道府県　　　　　　　　　　　   　　市町村

	⑫地域補正
	T1：通常    T2：豪雪　  T3：北海道
	⑬作業区分
	     D ：昼間   　 N：夜間

	⑭山留鋼材の区分
(発進立坑)
	K1：ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ 2.7　　　　K2：ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ 3.2

K3：鋼矢板Ⅱ  　　　　 　K4：鋼矢板Ⅲ型　　 　　K5：鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ

	⑮発生土処分費

(仮置き場迄)
	1：ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ使用　2：ﾊﾞｷｭｰﾑ車使用
	⑯機器ﾌﾟﾗﾝﾄ
  配置方式
	1：定置式(従来式) 2：車上ﾌﾟﾗﾝﾄ式

	⑰電源方式
	1：受電式(商用)　 2：発動発電機

	⑱管材費の有無
	地域により価格差が大きい為、別途計上してください。

	透水係数・被水圧
	                cm/sec　　　　　　　                  kgf/cm2


